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■主な記事■

九州ビーチバレーリーグ
開幕戦 in おおさき

災害に備える
一丸 がんばろう日本

子どもの日
　行楽地にぎわう



一

が
ん
ば
ろ
う
日
本

岩手県大船渡市

被
災
地
を
支
え
る

　
　
　

復
興
支
援
チ
ー
ム

　

東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
２
か
月
が
経

過
し
、
被
災
さ
れ
た
方
々
は
、
家
族
を
失
っ

た
り
、
余
震
の
不
安
や
非
難
生
活
か
ら
く

る
ス
ト
レ
ス
な
ど
で
、
身
体
の
疲
れ
が

ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

３
月
26
日
に
第
１
次
隊
を
派
遣
し
た
大

隅
半
島
の
４
市
５
町
に
よ
る
岩
手
県
大
船

渡
市
の
復
興
支
援
チ
ー
ム
は
、
現
在
第
10

次
隊
を
派
遣
し
支
援
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。

　

支
援
チ
ー
ム
は
、
物
資
供
給
・
給
水
・

警
備
の
３
班
に
分
か
れ
て
活
動
を
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、
現
地
の
人
々
と
普
段
の
会

話
に
よ
る
『
心
の
支
援
』
も
喜
ば
れ
る
活

動
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。 丸■復興支援チーム３次隊

　４月３日～４月１０日

　我々は支援物資の保管所のひとつとなっている

立根 ( たっこん ) 小学校で物資の搬入、搬出や仕

分け作業を担当しました。現地では地元学生が自

主的にボランティア活動を行っており、多くの子

どもたちが同小学校に手伝いに来ていました。大

人だけではなく、子どもたちも一丸となって復興

へ向け活動する姿をみて、本当に感動しました。

　一方で被害がひどかった地域はまだ瓦礫が散乱

した状況で、復興にはまだまだ時間がかかりそう

だなというのが印象です。

　今回我々ができたことは微力かもしれませんが、

日本全体が一丸となって応援していけば必ず乗り

越えられると思います。

　皆さんも今自分にできる小さなことでいいので、

支援していただけたらと思います。

　　　　　　　　　　　　福岡　徹・堂山雅司福岡　徹・堂山雅司
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▲立根小学校に次々と運び込まれる支援物資

▲支援物資を搬入する職員

▲たくましく咲き誇る黄水仙

■復興支援チーム５次隊
　４月１５日～４月２２日
　災害復興支援チームの第５次隊の一員として、被災地
である大船渡市へ派遣されました。
　任務に当たりながら、被災者の方々のお話を伺い、そ
の凄惨さに心を痛めました。
　目を覆いたくなるような光景を前にしても、元気に笑
う被災者の方々を見て、私たちも彼らのためにできるこ
とを一生懸命頑張りたいと思いました。　　　　　　　

　　　救仁郷　諭
■復興支援チーム６次隊
　４月２１日～４月２８日
　「さまざまな地域から多くの方が、私達を支援し応援
してくれる。いつまでも下を向いてるんじゃなくて、顔
をあげ前に進まなきゃね」と力強く話していた地元のボ
ランティアの方の言葉が、今回の派遣で一番心に残りま
した。また、この言葉を象徴するかのように黄水仙の黄
色い花びらが、大船渡市内の川の土手や民家の花壇、津
波被害地域の瓦礫の中など、あらゆる場所でたくましく
咲いていました。その姿は、震災から一か月が過ぎ、も
う一度自分達の故郷を取り戻そうと、一歩一歩前進して
いる人たちを象徴するものでした。
　被災地の一日も早い復興を願うとともに、「前に進も
う」という気持ちや想いを、多くの方に伝えていければ
と思います。

山下　琢磨

　

左
の
新
聞
は
、
震
災
の
一
週
間
後
に
地
元

の
中
学
生
が
手
作
り
し
た
新
聞
で
す
。

　

こ
の
学
校
は
比
較
的
被
害
の
少
な
い
地
区

に
あ
り
ま
す
が
、
学
校
が
再
開
で
き
ず
春
休

み
が
一
か
月
延
長
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、「
被

災
地
域
の
人
々
の
た
め
に
何
か
し
た
い
」
と

発
案
し
作
成
し
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

　

中
学
生
は
、
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
複
数
あ
る

避
難
所
や
支
援
物
資
保
管
所
、
自
衛
隊
の
行
っ

て
い
る
炊
き
出
し
な
ど
に
も
手
伝
い
に
来
て

い
ま
し
た
。

　

紙
面
の
最
後
は
、「
こ
れ
か
ら
の
地
域
を
つ

く
っ
て
い
く
の
は
私
た
ち
」
と
綴
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
中
学
生
の
自
主
的
な
活
動
に
、
地

域
の
方
々
は
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。

〝 

希
望 

〞

　
　

大
船
渡
市
立
第
一
中
学
校
新
聞　
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東
日
本
大
震
災
の
発
生
後
、
日

本
各
地
で
、
防
災
に
対
す
る
意
識

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
台
風
や
集

中
豪
雨
に
よ
る
風
水
害
や
土
砂
災

害
の
発
生
も
多
く
、
ま
た
地
震
も

い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

近
年
で
は
、
突
発
的
で
局
地
的

な
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
呼
ば
れ
る
予
測

が
困
難
な
災
害
も
多
発
し
て
い
ま

す
。

　

梅
雨
や
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、

日
ご
ろ
か
ら
地
域
ぐ
る
み
で
防
災

活
動
を
行
な
い
、
災
害
に
備
え
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　　
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ

か
ら
な
い
災
害
に
備
え
る
。

地
域
の
力
で
被
害
を

　
　
　
　
　
　

最
小
に
！

災害に備える

　

大
き
な
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
、

防
災
関
係
機
関
は
総
力
を
あ
げ
て

災
害
応
急
対
応
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

し
か
し
、
道
路
の
寸
断
や
建
物

な
ど
の
倒
壊
、
断
水
や
停
電
な
ど

に
よ
り
、
そ
の
活
動
が
制
限
さ
れ
、

関
係
機
関
の
み
の
活
動
で
は
十
分

に
対
処
で
き
な
い
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
く
る
の
が
自
治
会
を
中
心
と

す
る
自
主
防
災
組
織
で
す
。

　

自
主
防
災
組
織
は
、
日
頃
か
ら

地
域
内
の
災
害
危
険
の
把
握
、
避

難
場
所
や
避
難
経
路
の
確
認
、
災

害
時
要
援
護
者
の
把
握
、
防
災
訓

練
の
実
施
な
ど
被
害
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
た
め
の
取
り
組
み
を
行

い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
約
65
％
の

自
治
公
民
館
が
自
主
防
災
組
織
を

設
立
し
て
お
り
、
毎
年
、
防
災
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
設
立
し
て
い
な
い
自
治
公

民
館
に
お
い
て
も
、
早
期
設
立
を

目
指
し
、
地
域
全
体
の
安
全
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

▲氾濫寸前の持留川
　平成２２年６月２５日局地的豪雨

自
治
会
活
動
が
再
び
注
目

を
集
め
る
。

地域力で

被害を最小に

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
再
び

注
目
を
浴
び
て
い
る
の
は
、
自
治

会
活
動
で
す
。

　

震
災
後
の
安
否
確
認
に
は
、
各

世
帯
に
ど
ん
な
人
が
何
人
住
ん
で

い
る
の
か
と
い
う
自
治
会
か
ら
の

情
報
が
必
要
で
し
た
。

　

自
治
会
は
、
行
政
と
の
窓
口
と

な
り
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
自
治
公
民
館
加
入
者

は
、
減
少
傾
向
に
あ
り
、「
隣
に
住

ん
で
い
る
の
が
誰
だ
か
わ
か
ら
な

い
」
と
い
っ
た
問
題
も
、
都
市
部

だ
け
で
の
話
で
は
な
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　

こ
の
震
災
を
機
に
都
市
部
で

は
、
地
域
住
民
と
の
関
わ
り
を
持

と
う
と
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
む
高
齢

者
を
中
心
に
加
入
を
求
め
る
問
い

合
わ
せ
が
増
え
て
い
る
よ
う
で

す
。

　

私
た
ち
は
、
一
人
だ
け
で
は
生

き
て
い
く
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

　

地
域
の
支
え
合
い
で
あ
る
「
共

助
」
の
重
要
性
が
今
ま
さ
に
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

自主防災組織の活動例
■防災訓練の実施■防災知識の普及・啓発■避難所の確認、避難経路の確認　
■地域内の危険箇所の把握■要援護者の把握■緊急時連絡網作成・確認
■消火器による初期消火訓練■初期救護活動訓練■ＡＥＤ（自動体外式除細動器）訓練など
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▲現地から送られてきた岩手県大船渡市の状況写真

避
難
場
所
や
避
難
経
路

を
知
ろ
う
。

　

大
崎
町
の
災
害
情
報
や
緊
急
情

報
な
ど
を
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

 　

大
崎
町
内
で
発
生
し
た
防
犯
・

防
火
に
役
立
つ
情
報
な
ど
を
、
あ

ら
か
じ
め
登
録
し
て
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
の
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン

へ
、
メ
ー
ル
に
よ
り
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

　

上
記
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
す

る
か
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
対
応
の
カ
メ
ラ
付
き
モ
バ
イ
ル

機
器
で
読
み
込
む
と
、
簡
単
に
モ

バ
イ
ル
用
サ
イ
ト
へ
ア
ク
セ
ス
で

き
ま
す
。

番号 避難場所 収容人員   電話番号 
　1 中央公民館    100 人 476-0548 
　2 保健センター      50 人 476-1111 
　3 大崎小学校    100 人 476-0027 
　4 老人福祉センター      50 人 476-3663 
　5 大崎中学校    100 人 476-0013 
　6 大丸小学校    100 人 476-0044 
　7 菱田中学校    100 人 477-0521 
　8 菱田小学校    100 人 477-0504 
　9 菱田農村環境改善センター      50 人 477-1668 
 10 中沖小学校      50 人 477-0710 
 11 中沖地区公民館      30 人 477-2181 
 12 持留地区農業構造改善センター      50 人 476-1569 
 13 持留小学校    100 人 476-1722 
 14 野方小学校    100 人 478-2005 
 15 野方農村環境改善センター      50 人 478-3869 
 16 大崎第一中学校    100 人 478-3740 
 17 野方地区活性化センター      50 人         － 
 18 道の駅『くにの松原おおさき』    300 人 471-6666 
 19 大崎町総合体育館    600 人 477-2006 

　

万
一
の
災
害
に
備
え
て
、
お

住
ま
い
の
地
区
の
避
難
場
所
、

避
難
経
路
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

津
波
が
発
生
し
た
場
合
は
、

海
岸
沿
い
の
避
難
所
よ
り
も
高

台
へ
避
難
す
る
こ
と
が
、
最
優

先
と
な
り
ま
す
の
で
、
自
主
防

災
組
織
を
中
心
に
お
住
ま
い
の

地
域
自
然
状
況
や
災
害
の
規
模

に
応
じ
た
防
災
訓
練
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

■町内避難場所一覧

非
常
用
持
出
品
を
準
備
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

い
ざ
と
い
う
時
に
、
す
ば
や
く
避
難
で

き
る
よ
う
、
非
常
用
品
を
防
災
袋
に
入
れ

て
玄
関
な
ど
に
置
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
持
出
品
の
一
例
】

■
飲
料
水　

■
非
常
用
食
糧

■
携
帯
ラ
ジ
オ　

■
電
池　

■
救
急
医
療
品
な
ど　

災
害
・
緊
急
情
報
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

大崎町防災メール
ＱＲコード

自主防災組織、避難所、防災メールについて＝　総務課　消防防災係　☎４７６－１１１１（２１４）

　

今
回
の
地
震
に
よ
る
被
災
地
の
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
が
ラ
ジ
オ
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

「
乾
電
池
が
つ
な
ぐ
命
で
あ
る
」
と
表
現

し
て
い
ま
し
た
。

　

電
気
が
使
え
な
い
と
き
の
重
要
な
情
報

源
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
声

を
聞
く
こ
と
で
精
神
的
に
落
ち
着
く
の
だ

そ
う
で
す
。

　
「
音
を
出
し
て
、
み
ん
な
の
中
に
置
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
寄
り
添
い
、
力
に
な
っ

た
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。　

ラ
ジ
オ
の
重
要
性

大崎町防災メールURL
http://www.osaki-bousai.info/index.php
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子
ど
も
の
日
を
最
終
日
と
す
る

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
中
、
色

と
り
ど
り
の
鯉
の
ぼ
り
が
、
町
内
の

上
空
を
泳
ぎ
、ま
ち
を
彩
り
ま
し
た
。

　

観
光
名
所
と
な
る〝
く
に
の
松
原
〞

に
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
し

か
出
来
な
い
体
験
を
し
て
、「
た
く

さ
ん
の
笑
顔
を
記
憶
に
残
そ
う
」
と

多
く
の
家
族
連
れ
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

く
に
の
松
原
に
訪
れ
た
家
族
は
、

キ
ャ
ン
プ
、
潮
干
狩
り
、
森
林
浴
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、カ
ヌ
ー
教
室
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
で
休
日
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
日

子
ど
も
の
日

　

行
楽
地
に
ぎ
わ
う
。

　

行
楽
地
に
ぎ
わ
う
。
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子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
印
象
的

だ
っ
た
の
は
、
町
営
プ
ー
ル
で
行
な

わ
れ
た
カ
ヌ
ー
教
室
で
す
。
こ
の
教

室
は
、
カ
ヌ
ー
の
基
本
か
ら
簡
単
な

応
用
ま
で
を
楽
し
く
習
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
プ
ー
ル
で
行

う
た
め
、
は
じ
め
て
体
験
す
る
方
に

は
安
全
で
特
に
お
す
す
め
で
す
。

　

ま
ず
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に

よ
る
パ
ド
ル
の
扱
い
方
か
ら
ス
タ
ー

ト
で
す
。
パ
ド
ル
の
扱
い
方
を
学
ん

だ
後
は
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
身

に
つ
け
て
、
い
よ
い
よ
カ
ヌ
ー
に
乗

り
込
み
ま
す
。
は
じ
め
は
フ
ラ
フ
ラ

し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
、
次
第
に

コ
ツ
を
つ
か
み
、
プ
ー
ル
内
を
水
上

散
歩
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
配
布
さ
れ
た
水

鉄
砲
。
水
鉄
砲
合
戦
も
盛
り
上
が

り
、
プ
ー
ル
に
は
自
然
と
は
じ
け

る
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ

ま
し
た
。

　

く
に
の
松
原
キ
ャ
ン
プ
場
で

は
、
通
年
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。〝
普
段
の
生
活

と
ち
ょ
っ
と
違
っ
た
時
間
の
流

れ
〞
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

カ
ヌ
ー
教
室
in
く
に
の
松
原
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九州ビーチバレーリーグ　
　　‘１１開幕戦 in おおさき

　

４
月
17
日
（
日
）、
大
崎
町
ビ
ー
チ
ス

ポ
ー
ツ
専
用
競
技
場
に
お
い
て
、
九
州

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
リ
ー
グ
が
開
幕
し
ま
し

た
。

　

九
州
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
リ
ー
グ
は
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
一
般
の
方
が

気
軽
に
楽
し
め
る
よ
う
に
と
、
男
女
混
合

４
人
制
の
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
の
普
及
を
図
っ

て
お
り
、
４
月
か
ら
10
月
ま
で
九
州
全
域

で
大
会
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

本
大
会
に
は
、
九
州
各
地
か
ら
20
チ
ー

ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

25
点
先
取
の
ラ
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
制
で
、

上
位
６
チ
ー
ム
に
福
岡
県
で
７
月
に
開
催

さ
れ
る
S
Ｕ
Ｎ 

Ｃ
Ｕ
Ｐ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

大
会
の
出
場
権
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

　

各
コ
ー
ト
で
は
、
強
烈
な
ア
タ
ッ
ク
が

次
々
に
繰
り
出
さ
れ
、
レ
ベ
ル
の
高
い
プ

レ
ー
が
続
き
ま
し
た
。

　

予
選
リ
ン
ク
で
は
、
室
内
と
異
な
る

ビ
ー
チ
の
特
性
を
う
ま
く
掴
ん
だ
10
チ
ー

ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ
進
み
ま
し

た
。

　

決
勝
戦
で
は
、
両
者
譲
ら
ぬ
白
熱
し
た

対
戦
と
な
り
観
戦
者
も
大
い
に
盛
り
上
が

る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
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に
し
だ

　
【
鹿
児
島
県
】

無
邪
気

　
【
福  

岡  

県
】

素　

質

　
【
福  

岡  

県
】

あ
ね
ご

　
【
福  

岡  

県
】

沙　

心

　
【
大 

崎 

町
】

の
ん
だ
く
れ
ぇ
〜

　
【
鹿
児
島
県
】

そ
れ
い
け
ア
ン
ポ
ン
タ
ン

　

  【
宮  

崎  

県
】

な
ん
だ
か
ん
だ

　
【
福  

岡  

県
】

沖
永
良
部
島

　
【
福  

岡  

県
】

り
ん
り
ん
り
ん

　
【
福  

岡  

県
】

決勝トーナメント

■㈱おおさき町鰻加工組合
■㈱ジャパンファーム　■新平酒造㈱　
■ふれあい市場
■冨士屋あめ本舗　■あすぱる大崎
■南九州コカ・コーラボトリング㈱
■諸木農園　■大和水産㈲養鰻部・水産部
■南日本新聞　■大崎スポーツクラブ
■㈱モルテン　■若潮酒造㈱

上記の会社より協賛・協力をいただきました。
ありがとうございました。（敬称略順不同）

　昼食時には、恒例となっている炭火焼したウナギの蒲焼

が配布され、選手や家族連れの観客らが列をつくりました。

　優勝チームと上位入賞チームには、町内の各企業の皆様

方からご協力いただきました特産品などが贈られました。

優勝チーム
りんりんりん
【福岡県宗像市】
「賞品の黒豚を目指して、

がんばりました。」

とコメントいただきまし

た。
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３ マンゴーの収穫がスタート！
　赤く色づきはじめた完熟マンゴーの収穫祭が、３月

２４日（木）、山崎浩志郎さん（下谷迫集落）のハウ

スで行なわれました。

　この収穫祭は、Ｊ Aそお鹿児島が開いたもので、

生産者や市場関係者ら４０人が駆けつけ、収穫を祝い

ました。

　ＪＡそお鹿児島では、現在１４戸の農家が２３０

アール（うち本町１２戸２００アール栽培）にマンゴー

を栽培しています。

　同ＪＡ管内のマンゴーは昨年、ＪＡさつま日置と県

域版『かごしまブランド』となる『県域ブランド』第

１号に指定されました。

　今年は約４４トンの出荷で総額１億２千万円の販売

額を見込んでいるそうです。

　なお、収穫は６月まで続く予定です。

フ ュニ ーォ スト
Photo news

１ 都萬神社で火災訓練！
　３月６日（日）、都萬神社社殿で火災を想定した火

災訓練が、中央分団によって行われました。

　都萬神社の社殿は平成 21年に登録有形文化財建造

物に登録されており、町民の貴重な財産として取り扱

われています。

　火災の際に、いかに迅速で効率的な消火活動ができ

るかを検証する機会にもなりました。また、周辺住宅

地での火災時における最適な消火作業のあり方を考え

る機会にもなりました。

３

２ 野方ふれあいコンサート！
　３月２７日（日）、野方小学校体育館において、野

方ふれあいコンサートが開催されました。演奏者は、

町内の有志・野方小学校５年生の児童・大崎第一中

学校生徒・大崎中学校吹奏楽部の方々で、合奏、合

唱などを披露しました。約２００名の鑑賞者は、互

いに感動を共有していました。

３

１

２ ２

２
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６ まちを彩る芝桜！
　桜吹雪が舞い散ったあと、地面を覆い尽くすよ
うに花を咲かせる芝桜が満開を迎えました。
　まちのあちこちの家庭で植えられた芝桜は、桜
色、赤、薄紫、白色の花を咲かせ、　道行く人を楽し

ませてくれました。

　桜が散り寂くなったまちの風景を、見事に彩って

くれました。

４ チャリティーバザーを開催！
　５月３日（火）から５日（木）までの３日間、
あすぱる大崎において東日本大震災の被災地を
支援しようとチャリティバザーが行なわれまし
た。
　このバザーを主催したのは、地域の活性化を
目的に昨年町内の若手有志で結成された『ＯＳ
ＡＫＩ (おさき )へｅｃｏ (いこ )会』です。
　同会のメンバーが、今回の震災被災者のために
「何かできないか」と計画したもので、地域の方々
に協力を求め、約１２００点の物品を集めまし
た。
　物品は完売し、売上金と当日協力いただいた
募金は日本赤十字社を通じ寄付されました。
　また、町が復興支援チームとして職員を派遣
している岩手県大船渡市へメッセージを届けよ
うと、メッセージボードが設置されていました。
　訪れた人々は、「がんばろう」「応援しています」
などと寄せ書きし復興を願いました。

５ 春の風物詩！潮干狩り

　大崎海岸では、アサリなどの貝が、自然に繁殖
していて、潮干狩りを楽しむことができます。
　ゴールデンウィーク期間中、海岸には大勢の観
光客らが訪れ、潮干狩りを楽しんでいました。
　食卓に並ぶ「今日の収穫」は何よりの御馳走で
すね。

写 るみ 大真 崎で ４

４

５

６
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▲ 間代材で巣箱を作り、地域に野鳥が飛び交うこ
とを願いました。

▲ 約６００本の空き瓶が集まりました。

地域の環境を考える！　　
　田中自治公民館子ども会

支援物資輸送の出発式！
鹿児島県トラック協会大隅運輸事業協同組合

　２月２７日（日）、田中集落子ども育成会では、
森林の間伐の際に出る材木を活用して、ゴミなど

の不法投棄を警告する標語標柱、野鳥の巣箱、花

壇の作成を行ないました。

　これは、平成２２年度緑の募金交付事業を活用

したもので、製作を通じて地域環境美化、不法投

棄の軽減化、ゴミの分別による資源リサイクル化

の向上を訴えました。また、地域住民との交流対

話のための木製ベンチも設置し森林資源を活用し

たミニ地材地建を地域住民にＰＲしました。

▲ 支援物資を積み込んだトラックは、宮城県南三
陸町へ向け出発しました。

　４月１５日（金）、鹿児島県トラック協会大隅運
輸事業協同組合では、東日本大震災の被災地に支

援物資を届けるための出発式を行ないました。

　町内の１３事業所から提供いただいた水５ｔ、

米や野菜１３ｔなどの物資をトラックへ積み込み

提供先の宮城県南三陸町へ向けて出発しました。

　二日後の１７日（日）に予定どおり到着し、同

町の災害対策本部へ手渡されました。

　東日本大震災を受けて大崎町青年団連絡協議
会は、「被災地復興の一助に」と空き瓶を回収し
て義援金にかえ被災地に送ろうという活動を行
いました。
　４月２３日（土）、団員は町内の家庭や事業所
をまわり、空になった一升瓶やビール瓶などの
提供をお願いして回収しました。
　集まった空き瓶は、現金に引き換えられ、日
本赤十字社を通じて被災地に届けられました。

空き瓶回収益金を募金
　大崎町青年団連絡協議会

タウントピックス
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▲ 報告に訪れた溝口千恵子さんは、大会参加料の一部
と設置した募金箱に協力いただいた義援金を町長へ
手渡しました。

 認定農業者２３７名
　　新規に７名が就農！

学校をきれいに！ 全日本きもの着付フェスティバル
優勝！平野さん・濱脇さん

　４月１７日（日）、” 女の甲子園” と呼ばれる『第
３９回全日本着付フェスティバル』の鹿児島予選大
会があすぱる大崎において開催されました。
　大会では、２部門で美と技が争われ、中郷集落の
溝口千恵子さんが代表を務める日本和装学園大隅本
校に通う中沖東集落の平野栄子さん（留袖の部）、下
益丸集落の濱脇綾美さん（振袖の部）がそれぞれ優
勝を果たしました。
　大隅本校から優勝者２名を含む入賞者１０名が、
７月１７日に神戸で開催される全国大会へ出場しま
す。

　５月２日（月）、シルバー人材センター（宮本
則男常務理事）は、町内の小学校に庭ぼうきを
寄贈しました。
　この取り組みは、地域の子どもたちとシルバー
会員の交流を目的に企画されているものです。
　ほうきを制作した会員の丸山義男さんは、「学
校をきれいにしてほしい。子どもたちが使いや
すいように握る部分を細くしました。」と話され、
各小学校を訪問し、代表生徒に手渡しました。

▲ ８名の農業者に認定証が交付され、本町の
認定農業者は、２３７名となりました。

▲ 各小学校に計５０本の庭ぼうきを寄贈しまし
た。

庭ぼうきを寄贈

タウントピックス

　４月２１日（木）、中央公民館において認定農業
者認定証交付式および新規就農奨励補助金交付式

が行なわれました。

　交付式では、５年後の農業経営改善計画を策定

した８名に認定証が手渡されました。

　また、昨年新たに農業へ参入した７名に奨励補

助金を交付しました。

　交付後、町長が「本町は、農林水産業が基幹産

業です。関係機関と連携しながら、支援したい。

若い方の農業への挑戦が心強い。がんばってくだ

さい。」と激励のことばを贈りました。　
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まちからのお知らせ、生活に関する制度について ホットライン

訪問看護とは

費用のめやす

どんなときに？

大崎町の介護保険事業の報告

みんなで支える介護保険　No101
保健福祉課　介護保険係　☎ 476-1111（136）

◆訪問看護について

　疾患などを抱えて外出が困難な方について、訪問看護ステーションや医療機関の看護師などが居宅を
訪問し、主治医と連絡をとりながら療養上の世話や診療の補助を行います。

訪問看護・介護予防訪問看護（要支援１～要介護５）　費用のめやす

事　業　所 サービス提供時間 自己負担分（１割） サービス費用

病院や診療所
から訪問

３０分未満 ３４３円 ３，４３０円

３０分～１時間未満 ５５０円 ５，５００円

訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ
から訪問

３０分未満 ４２５円 ４，２５０円

３０分～１時間未満 ８３０円 ８，３００円

●床ずれの手当てをしてほしい。
●経管栄養や点滴の管理などをしてほしい。
このようなときに、ケアマネジャーと相談して計画的に利用しましょう。

※ 費用は、上記のサービス提供時間に限らず訪問看護計画書に基づく訪問看護を行うのに要する時間によっ
て異なります。

介護保険事業の実績についての報告（利用者の１割負担を除いた大崎町の支払い分）

第1号被保険者（６５歳以上の人） ４，７３４人 平成２３年２月末日
現在要介護（支援）認定者 　　８５１人

給
付
実
績

在宅介護サービス費  ３１，３３９，６２０円

平成２３年１月の
給付実績

施設介護サービス費  ４９，６６７，９０６円
その他（介護予防サービス費も含む）  ２６，９６４，３２２円

介護サービス費　　　合　計 １０７，９７１，８４８円

問介護介護

区　　　分 診　療　年　月
国民健康保険

一　　般　　分 退　職　者　分 合　　　　　計

被保険者数
平成 22 年 11 月 4,846 人 264 人 5,110 人
平成 21 年 11 月 5,185 人 188 人 5,373 人

医療費総額
平成 22 年 11 月 142,056,930 円 8,956,091 円 151,013,021 円
平成 21 年 11 月 138,437,905 円 4,780,048 円 143,217,953 円

一 人 当 た り
医 療 費

平成 22 年 11 月 29,314 円 33,925 円 29,552 円
平成 21 年 11 月 26,700 円 25,426 円 26,655 円

平成２2年度   　

大崎町の医療費
保健福祉課　国民健康保険係　☎ 476-1111（135）問国保国保
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ホットライン

ジェネリック医薬品をご存知でしょうか！
保健福祉課　国民健康保険係　☎ 476-1111（135）

そお地区障がい者相談支援センターの巡回相談について
保健福祉課　障害福祉係　☎ 476-1111（141）

問

問

国保国保

福祉福祉
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５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

11 日(水)
25 日(水)

８日(水) 
22 日(水)

13 日(水)
27 日(水)

10 日(水)
24 日(水)

14 日(水)
28 日(水)

12 日(水)
26 日(水)

９日(水)
30 日(水)

14 日(水)
28 日(水)

11 日(水)
25 日(水)

８日(水)
22 日(水)

14 日(水)
29 日(水)

　医療機関で医師から処方され、調剤薬局で受ける薬には、新薬 ( 医薬品メーカーが初めて作る薬で先
発医薬品という。）と新薬とほぼ同じ有効成分・効能で製造販売されるジェネリック医薬品（後発医薬品
という。）があります。
　ジェネリック医薬品は開発コストが大幅に抑えられ、新薬より低価格に設定でき、７割も安くなる場
合があります。また、安全性が高く、効能は、ほぼ同じです。

　そお地区障がい者相談支援センターでは、障がい者やその家族の方からの福祉に関する相談に応じ、

必要な情報の提供や助言、権利擁護のために必要な援助（相談支援事業）を行っております。

　専門の相談員が、日常生活での悩み事の相談、障がい福祉サービスの利用支援、就労についての相談

支援など、来所や電話での相談のほか訪問による相談も受けております。

　また、次のとおり毎月第２・第４水曜日に巡回相談を実施しておりますので、ご予約のうえご利用く

ださい。

 ○　場　所　　大崎町保健センター　相談室

 ○　時　間　　10 時 15 分～ 12 時 00 分

 ○　予約先　　そお地区障がい者相談支援センター（志布志市役所志布志支所）

 　　　　　　　☎ 099-472-1118（直通）

１年間にかかる薬代の比較（自己負担３割の場合）　　２００８年４月現在
～ジェネリック医薬品学会より～

　※以下の金額は薬代のみ。調剤に伴う技術料などは含まれていません。

新薬
２３，０００円

新薬
８，７６０円

ジェネリック医薬品
　　１３，１４０円

ジェネリック医薬品
　　２，１９０円

差額
９，８６０円（節約率４２％）

差額
６，５７０円（節約率７５％）

ジェネリック医薬品に替えられるか、まず医師に相談しましょう。

糖尿病
代表的な薬を１日３回服用している場合

高血圧症
代表的な薬を１日１回服用している場合

１．変更したらこんなに安く、薬代の節約になります。

２．ジェネリック医薬品を希望するときは！



まちからのお知らせ、生活に関する制度について ホットライン

本気でマイホームを考えている方へ朗報です！
企画調整課　企画政策係　☎ 476-1111（222）問企画企画

選挙管理委員会からのお知らせ
選挙管理委員会　☎ 476-1111（205）問選挙選挙

町有地を格安で分譲します。

物件情報①
大崎町横瀬字天子ノ下220番1
７２６．２３㎡（２２０坪）
分譲価格
１，５２４，０００円
　　（一坪あたり６，９２７円）

物件情報②
大崎町横瀬字天子ノ下220番3
７１６．９６㎡（２１７坪）
分譲価格
１，２５４，０００円　　　
　（一坪あたり５，７７８円）

のどかな田園風景が
広がる大崎町に住んで
みませんか。

■設備／上水道、下水道は正面町道に既設管あり
■環境／・大崎中学校まで徒歩５分・大崎小学校まで約1.5ｋｍ
　　　　・くにの松原キャンプ場まで約1.8ｋｍ
　　　　・ふれあいの里公園まで約２ｋｍ
■資格／・分譲後２年以内に住宅建築に着手できる方
　　　　・申請時の年齢が、１８歳以上５０歳未満の方
　　　　　もしくは町内保育所、幼稚園、学校などに通学する予定の
　　　　　扶養親族がいる方
　　　　・家族構成が、本人を含め２人以上である方（１年以内に
　　　　　婚姻予定の方を含む）
　　　　・年間所得が１５０万円以上ある方
 ・町税に滞納の無い方
　　　　・大崎町に住民票を移し永住できる方

平成２３年５月31日まで受け付けております。

　申込書などにつきましては、大崎町役場企画調整
課で必要書類などの説明終了後にお渡しします。
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7 月 10 日は大崎町農業委員会委員選挙の投票日です。
任期満了に伴う大崎町農業委員会委員選挙が 7月 10 日に執行されます。

 ◎日　　　　程  選挙期日の告示日、立候補届の受付日 ･･･　7 月５日（火）
   投票日 ･･･････････････････････････････　7 月10日（日）
 ◎投 票 時 間  投票日当日　7:00 ～ 18:00
   ＊ただし、第 7投票区（立小野ふれあい館）は 7:00 ～ 17:00
   期日前投票　8:30 ～ 20:00
   ＊場所　大崎町役場 1階ロビー
   期間　7月 6日（水）～ 7月 9日（土）
 ◎投票できる人　農業委員会委員選挙人名簿に登録されている人

立候補予定者説明会の開催について
　選挙管理委員会では、大崎町農業委員会委員選挙の立候補予定者に対する説明会を次のとおり開催し
ます。立候補を予定されている方は定刻までにお集まりください。

 ◎日　　　　時  6 月 17 日（金）　13：30 ～
 ◎場　　　　所  大崎町中央公民館　2階　第 1会議室
 ◎持参するもの  印鑑、筆記用具
 　＊本人が出席できない場合は必ず代理人の出席をお願いします。



ホットライン

農業振興センターからのお知らせ
農業振興センター　☎ 476-1111（営農推進係 167 畜産係 165）問農政農政

次のような行為は種苗法違反になることがあります。
　○ＪＡや小売店で買ったいちごの新品種を栽培して、株分けした苗が余ったので知人に無償で譲った。
　○みかんの新品種の剪定枝を頼まれたので売った。
　○不知火の新品種の剪定枝を頼まれたので知人に無償で譲った。
　○そばの新品種の栽培を広めるため、生産者から入手した種子を使って増殖し、売った。
　○草花や野菜の種子や苗、果樹の剪定枝、豆類などを外国に持ち出した。
⇒　問合せ先は、農林水産省生産局種苗課の窓口へ　　☎０３－６７４４－２１１８

新品種は貴重な知的財産です。【農林水産省】

平成２３年４月分　子牛セリ市成績表（町内分）【畜産係】

５月の子牛セリ市は、５月２４日（火）から５月２６日（木）までの３日間です。

最高価格（　血　統　） 平均価格 前月比

雌 ６３１，０００円（鉄平×安福久×平茂勝） ３８３，１５３円 ＋３，８４４円

去勢 ６１４，０００円（隆之国×勝忠平×安糸福） ４５８，９４９円 ＋４，２０８円

全体 ※ 価格はセリ価格（消費税抜き）です。 ４２０，９４３円 ＋１，８４９円

農業用廃プラスチック類の適正処理について【営農推進係】
○適正処理について　
　ハウスや田畑などで使用したフィルムなどの農業用廃プラスチック類は産業廃棄物であり、『廃棄物の処理

及び清掃に関する法律』（以下『廃掃法』）により排出事業者（農家）の自らの責任において処理することが
義務づけられています。
　また、ダイオキシン対策の強化などから自家焼却（野焼き）や自家所有地への埋立処分は『廃掃法』により
禁止されています。
○処理方法について　
　資源として有効利用される再生工場での再生処理を基本とします。なお、廃缶についても再生処理を基本と

します。
○産業廃棄物を運搬する車両の表示及び書面の備え付け（携帯）について
　平成１７年４月１日より、産業廃棄物を排出事業者（農家）が車両で運搬する場合、車両への表示及び書面

などの備え付けが必要になりました。
○再生処理のための回収日程及び処理料金(平成２３年度）
　期　　　　　日 回収品目 回収場所 回収時間
　６月２１日（火） 廃プラスチック類

農協野菜
　　選果場

午前９時から
午後３時まで

　８月２３日（火） 廃プラスチック類
廃缶

１２月　６日（火） 廃プラスチック類

　３月　６日（火） 廃プラスチック類
廃缶

★日程は予定であり、気象などで変更になる場合があります。 

○産業廃棄物を自ら埋立処分場で処理する場合
　※基本的に再生利用を促進するためマニフェストの交付は行いません。（各自の責任で準備すること）

品　　目 処 理 料 金
廃プラス
チック

塩化ビニール      ６円／ｋｇ
農ポリ系フィルム １３円／ｋｇ

廃缶
テロン缶など ４２円／缶

カヤヒューム缶 ４２円／ｋｇ

★料金は税込みです。
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え
て
変
形
さ
せ
た
も
の
が
型
鍛

造
で
す
。　

　

型
鍛
造
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
1

分
間
に
数
十
個
か
ら
数
百
個
の

製
品
を
精
度
よ
く
大
量
に
作
る

こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。

 　

金
型
を
使
っ
た
金
属
加
工
で

あ
る
鍛
造
の
中
に
は
、
熱
間
鍛

造
、
温
間
鍛
造
、
冷
間
鍛
造
の

３
種
類
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で

言
う
『
熱
』『
温
』『
冷
』
と
は
、

金
型
に
入
れ
る
材
料
の
温
度
で

『
冷
た
い
』
と
書
き
ま
す
が
決

し
て
冷
蔵
庫
で
冷
や
し
た
り
は

し
な
い
の
だ
そ
う
で
す
。

　

冷
間
鍛
造
の
優
れ
て
い
る
と

こ
ろ
は
、
熱
間
鍛
造
と
違
っ
て

会 社 概 要

材
料
の
温
度
が
常
温
の
た
め
、

温
度
を
上
げ
る
必
要
が
な
い
と

い
う
容
易
さ
と
、
金
属
の
特
徴

で
組
織
が
微
細
化
し
、
フ
ァ
イ

バ
ー
フ
ロ
ー
（
植
物
繊
維
の
よ

う
に
つ
な
が
っ
た
も
の
）
の
切

断
が
な
い
為
、
強
靭
で
精
度
の

高
い
製
品
が
作
れ
ま
す
。

　

基
本
的
な
作
り
方
は
『
変
形

さ
せ
る
』『
く
っ
つ
け
る
』『
削

り
と
る
』
の
三
つ
の
方
法
。
冷

間
鍛
造
は
そ
の
中
の
、
材
料
を

変
形
さ
せ
て
作
る
の
が
基
本
で

す
。

　

こ
こ
で
作
ら
れ
た
製
品
は
自

動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
自
転
車

な
ど
の
身
近
な
乗
り
物
の
部
品

や
、
皆
さ
ん
が
身
近
に
使
う
コ

イ
ン
、
め
が
ね
、
ネ
ジ
な
ど
と

な
り
、
そ
の
一
つ
一
つ
が
冷
間

鍛
造
金
型
で
作
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

工
場
内
に
は
大
型
機
械
が
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
機
械
化

で
き
な
い
手
作
業
も
多
く
、
そ

の
工
程
部
門
で
は
、
長
年
の
経

験
を
積
ま
れ
た
熟
練
さ
れ
た
技

術
者
の
方
々
が
作
業
を
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

磨
き
作
業
工
程
で
も
数
年
の

経
験
が
必
要
に
な
る
そ
う
で

す
。　

　

も
の
づ
く
り
の
原
点
。
そ
れ

は
、
熟
練
技
術
者
の
経
験
と
知

会
社
訪
問

信
頼
の
技
術
で
豊
か
な
地
球
の
明
日
を
創
る

　
　
〝 

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ネ
ッ
ト 

〞
企
業
を
め
ざ
し
て

大
崎
も
の
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
振
興
会
員

突撃

▲  工場を案内、説明してくださった
下橋清美部長

▲ 熟練の技を活かした汎用旋盤による
金型の切削作業

▲精密プレス金型の磨き作業と
　寸法測定

▲ 図面を見て CNC旋盤（コンピューター制御
の旋盤）へのプログラム入力作業中

株式会社ダイツール技研
　

今
回
は
、
株
式
会
社
ダ
イ

ツ
ー
ル
技
研
鹿
児
島
工
場
を
訪

問
し
ま
し
た
。

　

本
社
は
、
大
阪
府
の
東
大
阪

市
。
野
方
と
肝
付
町
内
之
浦
に

あ
る
鹿
児
島
工
場
で
、
冷
間
鍛

造
金
型
製
造
業
を
営
ん
で
い
ま

す
。

　

冷
間
鍛
造
金
型
に
つ
い
て
部

長
の
下
橋
清
美
さ
ん
が
説
明
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

小
さ
い
頃
、
三
角
、
ハ
ー
ト

な
ど
の
形
を
し
た
容
器
に
、
お

母
さ
ん
が
ご
飯
を
詰
め
て
作
っ

て
く
れ
た
お
に
ぎ
り
を
食
べ
た

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ご

飯
を
金
属
に
置
き
換
え
力
を
加

恵
、
想
い
で
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。

事業内容
○冷間・温間・熱間鍛造金型設計・製作
○プレス金型設計・製作
○治工具類設計・製作　
○量産物切削加工（鉄、ｱﾙﾐ、ｽﾃﾝﾚｽ、真鍮）
設　　立　昭和５９年１１月
代  表  者　代表取締役　柳別府武志
従業員数　４０名
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天
文
８
年
（
１
５
３
９
年
）
に

新に
い
ろ納
氏
が
失
脚
を
す
る
と
、
新

納
領
は
、
櫛く
し
ま間
城
主 

島し
ま
づ
た
だ
と
も

津
忠
朝
、

都
城
城
主 

北ほ
ん
ご
う
た
だ
ま
さ

郷
忠
相
、
高
山
城

主 

肝き
も
つ
き
か
ね
つ
ぐ

付
兼
続
の
三
者
で
分
割
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
北
郷
忠
相

は
財
部
の
ほ
か
梅
北
の
代
地
と
し

て
三み
ま
た俣
院
高
城
を
得
て
、
こ
の
場

所
を
新
た
な
本
拠
地
と
し
た
。
島

津
忠
朝
は
、
新
納
氏
を
追
放
し
た

志
布
志
城
に
移
り
、
そ
の
長
男

で
豊ぶ
し
ゅ
う州
島
津
家
第
４
代
当
主
と
な

る
島し
ま
づ
た
だ
ひ
ろ

津
忠
広
が
、
救く

に

い

ん

仁
院
、
末

吉
、
松
山
を
領
し
た
。
そ
し
て
、

救く
に
ご
う

仁
郷
の
地
は
肝
付
兼
続
の
領
す

る
所
と
な
っ
た
。

　

薩
摩
半
島
で
は
、
天
文
２
年

（
１
５
３
３
年
）
の
、
日
置
の
南
郷

城
攻
め
を
皮
切
り
に
、
島し
ま
づ
た
だ
よ
し

津
忠
良
・

貴た
か
ひ
さ久
父お
や
こ子
に
よ
る
島し
ま
づ
さ
ね
ひ
さ

津
実
久
へ
の

反
撃
が
始
ま
っ
て
い
た
。
天
文
５

年
（
１
５
３
６
年
）
に
忠
良
・
貴

久
父
子
は
実
久
に
奪
わ
れ
て
い
た

歴
史
を
歩
く
⑳

『
戦
国
時
代
の
群
像

　

〜
第
五
話　

新に
い
ろ
し

納
氏
と
豊ぶ

し
ゅ
う州

島
津
氏
と
の
対
立
〜
』

伊
集
院
城
を
奪
還
し
、
翌
年
鹿
児
島

へ
と
進
撃
し
、天
文
７
年（
１
５
３
８

年
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
南
薩
に

お
け
る
実
久
方
の
最
大
拠
点
で
あ
る

加
世
田
城
を
攻
め
落
と
し
た
。
新
納

氏
が
島
津
忠
良
に
支
援
を
求
め
た
の

は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
で
あ
っ
た
。

当
然
な
が
ら
、
大
隅
半
島
に
お
け
る

新
納
氏
の
危
機
を
救
う
べ
く
援
軍
を

差
し
向
け
る
余
裕
は
な
か
っ
た
。

　

そ
の
後
、
忠
良
・
貴
久
は
紫
原
で

の
最
終
決
戦
を
制
し
、
市
来
鶴
丸

城
の
戦
い
に
お
い
て
、
実
久
の
弟
・

忠た
だ
と
き辰
を
討
つ
と
、
実
久
は
つ
い
に
降

伏
し
、
名
実
と
も
に
島
津
貴
久
は
薩

摩
・
大
隅
・
日
向
三
州
の
守
護
職
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
貴
久
が
薩
摩
半

島
を
制
し
て
、
守
護
職
に
な
っ
た
と

し
て
も
、
大
隅
（
現
在
の
姶
良
市
か

ら
大
隅
半
島
に
か
け
て
の
範
囲
）は
、

古
く
か
ら
の
領
主
が
多
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
領
土
で
勢
力
を
堅け
ん
じ持
し
て
い
た

た
め
、
実
質
守
護
の
支
配
権
が
及
ば

な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
忠
良
・
貴

久
に
と
っ
て
は
、
大
隅
・
日
向
に
お

け
る
実
質
的
な
支
配
が
次
の
課
題
と

な
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
大
隅
半
島
に
お

い
て
実
久
を
支
持
し
て
い
た
は
ず
の

肝
付
兼
続
が
、
突
然
貴
久
を
支
持
す

る
動
き
を
見
せ
る
。
必
然
的
に
兼
続

は
、
新
納
氏
と
同
様
、
周
囲
の
諸
豪

族
の
中
で
孤
立
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　

天
文
11
年
（
１
５
４
２
年
）
２
月

１
日
、
兼
続
は
実
久
方
の
禰
寝
（
ね

じ
め
）
氏
を
牽
制
す
る
た
め
、
和
睦

の
証
と
し
て
禰ね
じ
め
き
よ
と
し

寝
清
年
に
譲
り
与
え

て
い
た
高
隈
城
と
百
引
の
平ひ
ら
ぼ
う房
城
を

奪
い
返
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
同
年
に

実
久
党
に
よ
る
肝
付
攻
撃
も
始
ま
っ

た
。
飫お

び肥
城
主 

島
津
忠
広
は
兼
続

の
属
城
で
あ
っ
た
救
仁
郷
の
蓬ふ
つ
は
ら原
城

（
志
布
志
市
有
明
町
）
へ
の
攻
撃
を

開
始
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ

の
時
忠
広
は
北
郷
忠
相
に
援
助
を
求

め
、
こ
れ
に
対
し
て
忠
相
は
二
男
の

忠
孝
を
援
軍
に
送
り
込
ん
だ
。
忠
孝

は
鹿
屋
ま
で
押
し
寄
せ
、
兼
続
の
救

仁
郷
へ
の
援
路
を
阻
ん
だ
。
そ
の
た

め
蓬
原
か
ら
大
崎
に
か
け
て
は
、
島

津
忠
広
の
攻
略
に
さ
ら
さ
れ
る
結
果

と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
救
仁
郷
攻
略
の
た
め
に

忠
広
の
本
拠
地
で
あ
る
飫
肥
の
地
が

手
薄
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
衝つ

い

て
、
天
文
12
年
（
１
５
４
３
年
）
に

日
向
の
伊い
と
う
よ
し
す
け

東
義
祐
が
侵
攻
し
て
き

た
。
忠
広
は
こ
れ
に
対
処
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
態
と
な
り
、
こ
れ
に

よ
っ
て
形
成
は
逆
転
し
、
肝
付
兼
続

は
大
隅
半
島
に
お
け
る
勢
力
拡
大
の

機
会
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
天
文
13
年
（
１
５
４
４
年
）
に

は
大
崎
城
を
奪
還
し
、
島
津
忠
広
領

の
救
仁
院
の
安
楽
を
占
領
し
た
。

　

こ
こ
に
至
っ
て
、
伊
東
義
祐
の
圧

力
と
肝
付
兼
続
の
台
頭
に
苦
し
ん
だ

島
津
忠
広
と
北
郷
忠
相
は
、
伊
集
院

城
に
て
島
津
貴
久
と
面
会
し
、
貴
久

を
守
護
職
と
し
て
仰
ぐ
こ
と
を
誓
っ

た
。
天
文
14
年
（
１
５
４
５
年
）
の

こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
こ
の
頃
肝
付

兼
続
は
、
島
津
忠
広
の
領
地
で
あ
っ

た
市い
ち
な
り成
（
鹿
屋
市
輝
北
）
を
与
え
ら

れ
、
天
文
15
年
（
１
５
４
６
年
）
に

は
大お
お
あ
い
ら

姶
良
（
鹿
屋
市
）
を
領
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
忠
広
に
奪
わ

れ
て
い
た
蓬
原
も
取
り
戻
し
た
。
さ

ら
に
天
文
17
年
（
１
５
４
８
年
）
に

は
恒つ
ね
よ
し吉
（
曽
於
市
大
隅
）
と
、牛
根
・

辺へ

た田
・
二ふ
た
が
わ川
（
垂
水
市
）
を
領
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
次
第
に
兼
続
は
肝
付

家
最
大
の
勢
力
を
構
築
し
、「
大
隅

の
雄
」
と
し
て
の
頭
角
を
現
し
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
38
才
で

あ
っ
た
。

（
大
崎
町
教
育
委
員
会 

内
村
憲
和
）

『
戦
国
時
代
の
群
像

『
戦
国
時
代
の
群
像

〜
第
八
話　

肝
付
兼
続
の
台
頭
』

〜
第
八
話　

肝
付
兼
続
の
台
頭
』

歴
史
を
歩
く

歴
史
を
歩
く
㉓㉓
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▲肝付氏勢力図（1548 年頃）



みんな原石宝石になる世代 !!

▲ 豊富な知識をもとに整備をこなす草原さん。
国産バイクもご相談ください。

▲ お店は国道２２０号線沿い、道の駅くにの
松原おおさき近くです。

生年月日　　平成３年５月４日
職　　場　　あすぱる大崎
趣　　味　　いろんな人と出会い、話すこと
好きな歌手　ＹＵ－Ａ

　
　あすぱる大崎で働きはじめて２年目を迎えました。

　現在は館内の、レストランがんこ庵あすぱる大崎

店でフロントを担当しています。美味しい料理、明

るい笑顔を提供しています！！

　ぜひぜひ皆様会いに来てください。

川
かわの み す ず

野美鈴さん ２０歳

飛 20び 代出
せ

き
ば ど！ち っょっ

草原正和さん２８歳 

がんばる個人・グループを
紹介します

人が集うバイクショップに 

20平成 23 年度　広報おおさき　5月号

　

４
月
１
日
に
本
町
神
領
に
オ
ー
プ
ン
し

た
草
原
商
会
。
ア
メ
リ
カ
製
の
ハ
ー
レ
ー

ダ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
得
意

と
す
る
バ
イ
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。　

　

オ
ー
ナ
ー
の
草
原
正
和
さ
ん
は
、
高
校

生
の
こ
ろ
か
ら
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
修
理

を
自
ら
行
な
っ
て
い
た
ほ
ど
の
無
類
の
バ

イ
ク
好
き
。　

　

電
気
関
係
の
会
社
に
勤
め
よ
う
と
就
職

活
動
を
行
な
っ
て
い
た
と
き
、
ハ
ー
レ
ー

の
整
備
専
門
学
校
の
募
集
記
事
が
目
に
留

ま
り
、
そ
の
ま
ま
進
路
は
、
整
備
士
の
道

へ
一
直
線
。

　

宮
城
県
の
自
動
車
整
備
大
学
校
に
新
設

さ
れ
た
ハ
ー
レ
ー
専
科
の
３
期
生
と
し
て

入
学
後
、
ハ
ー
レ
ー
に
つ
い
て
の
基
礎
か

ら
整
備
技
術
を
２
年
間
か
け
て
習
得
さ
れ

た
そ
う
で
す
。

　

鹿
児
島
市
内
の
バ
イ
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
就

職
し
、
数
年
働
い
た
後
、
同
シ
ョ
ッ
プ
が
、

新
規
に
ハ
ー
レ
ー
専
門
店
を
オ
ー
プ
ン
す

る
こ
と
に
な
り
、
工
場
長
へ
抜
擢
。

　

大
隅
半
島
の
お
客
さ
ん
も
多
く
、
地
元

で
の
出
店
を
望
む
声
も
多
か
っ
た
こ
と
か

ら
独
立
を
決
意
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

草
原
さ
ん
は
「
ハ
ー
レ
ー
は
、
世
代
を

超
え
た
付
き
合
い
が
で
き
る
バ
イ
ク
。
気

軽
に
人
が
集
う
バ
イ
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
し
た

い
。
高
校
生
や
お
年
寄
り
の
ス
ク
ー
タ
ー

も
遠
慮
な
く
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

  



～都萬神社から望む風景～

No.23No.23

特 命 ！ カ メ ラ マ ン
ふるさとの風景を激写せよ !

稲森洋平社会教育課  生涯学習係

青少年育成・子ども会育成・視聴覚教育
　　　　　　　に関することを担当しています。

　都萬神社の階段から望む景色です。　

中学時代、親友と語り合った思い出の場

所で、たまに立ち寄るとしんみりします。

あれから７年が経ちましたが、日々、社

会人としての未熟さを痛感しています。

大人への階段を歩む若い皆さん、多くの

ことに挑戦して共に頑張りましょう！

平成 23 年度　広報おおさき　5月号21

ぐ

る
り
知る 観る 食べる

■手打ちそば　古
こ り

里庵
あん

ゆい（国道４４８号線沿）
　営業時間：11：30 ～ 14：00　１８：００～２１：００
　定   休   日　なし　　住　所　大崎町永吉（大丸小学校前）
　☎０９９－４７６－５８３０

▲” 手打ちそば” と” がね（てんぷら）”

▲お店は、国道４４８号線沿いの大丸小学校前

▲ お店の一角には、特産品
販売コーナーもあります。

手打ちそば

　　　   古
こ り

里庵
あん

ゆい ま ち ナ

▲ 店内には、木製テーブル、
畳、いろりがあります。

　

大
丸
小
学
校
前
に
オ
ー
プ
ン
し

た
〝
古こ
り
あ
ん

里
庵
ゆ
い
〞
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
こ
こ
は
、
農
協
大
丸
支

所
の
跡
地
で
す
が
、
店
主
の
坂
元

正
春
さ
ん
が
荒
廃
し
て
い
く
姿
を

寂
し
く
思
い
、
高
齢
者
や
地
域
の

方
々
が
い
つ
で
も
立
ち
寄
れ
る
憩

い
の
場
を
作
ろ
う
と
思
い
た
っ
た

の
が
出
店
の
き
っ
か
け
だ
そ
う
で

す
。

　

大
丸
地
区
は
、
横
瀬
と
永
吉
字

に
分
か
れ
ま
す
が
、
結
い
の
精
神

で
互
い
に
助
け
合
い
地
域
を
盛
り

上
げ
よ
う
と
店
名
に
〝
ゆ
い
〞
と

名
づ
け
た
の
だ
そ
う
で
す
。

　

お
店
で
は
、
そ
ば
、
う
ど
ん
を
は

じ
め
、
か
ら
い
も
団
子
、
煮
し
め
な

ど
を
食
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
野
菜
や
花
の
苗
を
販
売
す

る
ス
ペ
ー
ス
も
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

坂
元
さ
ん
は
、「
田
舎
料
理
に
こ

だ
わ
り
、
昔
な
つ
か
し
農
村
の
味
を

提
供
し
ま
す
。
高
齢
者
対
策
の
一
環

と
し
て
は
じ
め
た
こ
と
も
あ
り
、
働

く
場
、
憩
い
の
場
と
し
て
気
軽
に

よ
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

ビ



　

ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
と
は
、
６
ｍ
か
ら

10
ｍ
先
の
的
に
吹
矢
を
吹
い
て
、
得
点

の
多
い
ほ
う
が
勝
ち
と
な
る
ス
ポ
ー

ツ
。
ゆ
っ
く
り
と
し
た
一
連
の
動
作
の

な
か
で
、
腹
式
と
胸
式
の
両
方
の
呼
吸

法
を
用
い
る
こ
と
か
ら
、
静
か
な
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

【
日　

時
】

平
成
23
年
５
月
22
日
（
日
）
９
時
〜

【
場　

所
】

大
崎
町
総
合
体
育
館

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

大
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

新
宮
邦
久

☎
０
９
０
‐
４
４
７
３
‐
８
８
８
５

イベント

お知らせ

く
ら
し
の
掲
示
板

ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢

　
　
　
　

鹿
児
島
県
大
会

米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

制
度
に
つ
い
て

　

米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
（
米
穀
な

ど
の
取
り
引
き
に
係
る
情
報
の
記
録
及

び
産
地
情
報
の
伝
達
に
関
す
る
法
律
）

が
制
定
さ
れ
、
昨
年
10
月
か
ら
、
米
、

米
加
工
品
の
生
産
者
、
加
工
・
製
造
業

者
、
流
通
業
者
、
小
売
業
者
、
外
食
店

で
の
取
り
引
き
な
ど
の
記
録
の
作
成
・

保
存
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
７
月
か
ら
は
、
一

般
消
費
者
へ
の
産
地
情
報
伝
達
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
す
。

【
対
象
品
目
】

　

米
穀
（
玄
米
・
精
米
な
ど
）、
米
粉

や
米
麹
な
ど
の
中
間
原
材
料
、米
飯
類
、

も
ち
、
だ
ん
ご
、
米
菓
、
清
酒
、
単
式

蒸
留
焼
酎
、
み
り
ん

【
対
象
事
業
者
】

　

生
産
者
を
含
め
、
対
象
品
目
と
な
る

米
・
米
加
工
品
の
販
売
、
輸
入
、
加
工

製
造
ま
た
は
提
供
の
事
業
（
飲
食
業
な

ど
）
を
行
う
す
べ
て
の
事
業
者

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

※
制
度
の
詳
し
い
内
容
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

九
州
農
政
局
鹿
児
島
農
政
事
務
所

消
費
流
通
課

☎
０
９
９
‐
２
２
２
‐
０
１
２
１

　

警
察
官
を
名
乗
る
者
か
ら
「
あ
な
た

の
口
座
が
悪
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今

か
ら
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
か
り
に

行
き
ま
す
。」
な
ど
と
電
話
が
あ
っ
た

後
に
銀
行
協
会
を
名
乗
る
者
が
訪
れ
、

カ
ー
ド
を
だ
ま
し
取
る
オ
レ
オ
レ
詐
欺

が
県
内
で
発
生
し
ま
し
た
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

お知らせ
都
城
大
丸
の
商
品
券
還
付

　
　
　
　

手
続
き
に
つ
い
て

　

大
浦
株
式
会
社(
都
城
大
丸
）
が
発

行
し
た
商
品
券
の
保
持
者
に
対
し
、
九

州
財
務
局
に
お
い
て
、
資
金
決
済
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
き
左
記
の
と
お
り
、

発
行
保
証
金
の
還
付
手
続
き
を
行
な
い

ま
す
。

【
日　

時
】

平
成
23
年
３
月
28
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

〜
６
月
６
日
（
月
）

※ 

郵
送
の
際
は
、
受
付
期
間
終
了
日
の

消
印
ま
で
有
効

【
申
出
方
法
】

①
郵
送
で
の
申
出
を
希
望
さ
れ
る
場
合

【
宛
先
】

〒
８
６
０
‐
８
５
８
５

熊
本
県
熊
本
市
春
日
２
丁
目
10
番
１
号

熊
本
地
方
合
同
庁
舎　

九
州
財
務
局　

理
財
部 

金
融
監
督
第
三
課 

商
品
券
担
当

②
九
州
財
務
局
宮
崎
財
務
事
務
所
で
の

申
出
を
希
望
さ
れ
る
場
合

【
場
所
】

宮
崎
県
宮
崎
市
橘
通
東
３
丁
目
１
番
22

号　

宮
崎
合
同
庁
舎

【
受
付
時
間
】

　

９
時
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時

（
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
）

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

九
州
財
務
局
理
財
部
金
融
監
督
第
三
課

☎
０
９
６
‐
３
５
３
‐
６
３
５
１

　
（
内
線
３
２
４
４
、３
２
４
７
）

九
州
財
務
局
宮
崎
財
務
事
務
所
理
財
課

☎
０
９
８
５
‐
２
２
‐
７
１
０
１

　
（
内
線
32
、
33
）

相　談

交
通
事
故
で
お
悩
み
の
方
へ

　

交
通
事
故
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。
お
気
軽
に
御
利
用
く
だ
さ
い
。

【
相
談
日
】（
相
談
は
す
べ
て
無
料
）

県
の
休
日
を
除
く
月
曜
日
か
ら
木
曜
日

【
相
談
時
間
】

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

【
相
談
内
容
】

示
談
の
進
め
方
、
生
活
相
談
、
自
動
車

賠
償
責
任
保
険
な
ど
の
請
求
手
続
き
、

損
害
賠
償
額
の
計
算
方
法
な
ど

【
相
談
方
法
】

面
接
・
電
話
・
郵
便
な
ど

（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
県
交
通
事
故
相
談
所
鹿
屋
支
所

鹿
屋
市
打
馬
２
丁
目
16-
６

大
隅
地
域
振
興
局
内

☎
０
９
９
４
‐
５
２
‐
２
０
８
９

注意！
オ
レ
オ
レ
詐
欺
に
注
意

22平成 23 年度　広報おおさき　5月号

広
告 ＪＡバンク年金キャンペーン

キャンペーン期間４／１（金）～１１／３０（水）

特賞
１等
２等

５千円相当の農産物　　県下５００名様
2,000円分の商品券　１０本（当ＪＡ）
1,000円分の商品券　２０本（当ＪＡ）

期間中、ＪＡバンクに年金振込をご指定いただいた方に抽選でステキな賞品プレゼント！！

※詳しくは、窓口へお問い合わせ下さい。

ＪＡそお鹿児島　本所　０９９（４８２）６８１２　　大崎支所　０９９（４７６）２１１３ＪＡバンク
広
告 ＪＡ住宅ローン相談会ＪＡ住宅ローン相談会

☆住宅を新築または購入予定の方や、住宅ローンの見直しをご検討されている方
　お気軽にご相談下さい。

開 催 日：平成２３年５月２２日（日）
時　　間：午前９時から午後３時まで
相談会場：大隅支所、末吉支所、志布志支所、大崎支所〈館内４会場開催〉
【お問い合わせ先】そお鹿児島農業協同組合本所　０９９（４８２）６８０７　大崎支所　０９９（４７６）２１１３



募　集

　

今
年
も
歯
の
衛
生
週
間
が
近
づ
い
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
曽
於
郡
歯
科
医

師
会
で
は
、
無
料
歯
科
健
診
と
健
康
相

談
を
市
郡
内
各
住
民
の
方
々
を
対
象
に

次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

【
日　

時
】

平
成
23
年
６
月
４
日
（
土
）

　
　
　

14
時
か
ら
16
時
ま
で

【
場　

所
】

志
布
志
市
志
布
志
町
【
ア
ピ
ア
】　

　
　
　

１
階
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー

【
内　

容
】

　

歯
科
健
診
、
歯
み
が
き
指
導
、
歯
科

全
般
に
関
す
る
相
談
、
保
健
師
に
よ
る

健
康
相
談
な
ど

【
対
象
者
】

　

ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

　

ご
家
族
ご
近
所
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う

え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。
多
数
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

相　談

無
料
歯
科
健
診
と
健
康
相
談

　

人
事
院
お
よ
び
各
府
省
で
は
、
国
家

公
務
員
中
途
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

【
試
験
区
分
】

　

行
政
事
務
、
機
械
、
土
木
、
林
業
、

皇
宮
護
衛
官
、
刑
務
官
、
入
国
警
備
官

【
試
験
資
格
】

　

昭
和
46
年
４
月
２
日

　

〜
昭
和
57
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

【
受
付
期
間
】　

　

平
成
23
年
６
月
21
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　

〜
６
月
28
日
（
火
）

国
家
公
務
員
中
途
採
用
者

選
考
試
験
に
つ
い
て

　

こ
の
運
動
は
、
河
川
愛
護
思
想
の
普

及
・
啓
発
活
動
を
行
な
う
と
と
も
に
住

民
の
自
発
的
な
河
川
愛
護
作
業
な
ど
を

通
じ
て
、
広
く
住
民
の
皆
さ
ま
に
河
川

を
大
切
に
し
て
、
き
れ
い
に
す
る
気
運

を
高
め
て
も
ら
い
、
河
川
に
対
す
る
理

解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、
良
好
な
河
川

環
境
の
保
全
・
創
出
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

【
河
川
愛
護
月
間
】

平
成
23
年
５
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

〜
６
月
20
日
（
月
）

【
河
川
愛
護
作
業
の
実
施
】

　

愛
護
作
業
は
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
自

主
的
な
参
加
に
よ
る
も
の
で
、
次
の
と

お
り
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

河
川
そ
の
周
辺
に
繁
茂
す
る
雑
草
な

ど
の
除
去

　

河
川
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
ち
り
、
ゴ

ミ
、
空
き
缶
な
ど
の
除
去

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

大
崎
町
役
場 

建
設
課 

土
木
係

☎
０
９
９
‐
４
７
６
‐
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
４
１
）

お知らせ

河
川
愛
護
運
動
月
間

　
　
　
　
　

の
お
知
ら
せ

【
１
次
選
考
】

　

平
成
23
年
９
月
４
日
（
日
）

◎
受
験
案
内
な
ど
の
請
求
方
法　
　

　

返
信
用
封
筒
（
角
形
２
号
・
Ａ
４
判
、

１
４
０
円
分
の
切
手
貼
付
、
あ
て
先
お

よ
び
『
中
途
採
用
』
明
記
）
を
同
封
し

た
封
筒
に
、『
中
途
採
用
請
求
』
と
朱
書

き
し
、
左
記
問
い
合
わ
せ
先
へ
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

人
事
院
九
州
事
務
局
第
二
課
試
験
係

〒
８
１
２
‐
０
０
１
３

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
２
‐
11
‐
１

☎
０
９
２
‐
４
３
１
‐
７
７
３
３

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
ttp
://w

w
w
.jin
ji.g
o
.jp

採
用
情
報
ナ
ビ
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

【
主　

催
】

　

曽
於
郡
歯
科
医
師
会

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

曽
於
郡
歯
科
医
師
会

　

公
衆
衛
生
担
当　

中
島
弘
幸

☎
０
９
９
‐
４
７
２
‐
３
７
６
６

お知らせ

平
成
23
年
度
慰
霊
巡
拝

　
　
　
　

の
実
施
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
度
に
お
け
る
慰
霊
巡
拝
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

参
加
対
象
遺
族
の
範
囲
お
よ
び
選
考

基
準
、
申
込
書
な
ど
関
係
書
類
は
、
保

健
福
祉
課
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
の

で
、
左
記
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

【
派
遣
地
域
】

○
グ
ル
ジ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ

○
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方

○
ア
ム
ー
ル
州
１
班
・
２
班

○
沿
海
地
方

○
モ
ン
ゴ
ル
１
班
・
２
班

○
中
国
東
北
地
区

○
パ
ラ
オ

○
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
１
班
・
２
班

○
ビ
ス
マ
ー
ク
・
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
１
班
２
班

○
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
１
班
・
２
班

○
フ
ィ
リ
ピ
ン
１
班
・
２
班
・
３
班

○
硫
黄
島
第
１
次
・
第
２
次
・
第
３
次

　

実
施
時
期
、
費
用
、
申
し
込
み
期
限

に
つ
い
て
は
、
地
域
ご
と
に
違
い
ま
す

の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

大
崎
町
役
場
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎
０
９
９
‐
４
７
６
‐
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
０
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
告ニューウェーブ大崎 開催予定表 ☎ 099-478-2222

5
月

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

佐　

賀

盛　

岡

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

金

沢
・

川

崎

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

名
古
屋
・
川
崎

荒　

尾

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

荒

尾
・

川

崎

佐　

賀

佐　

賀

盛　

岡

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

金

沢
・

大

井

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

笠

松
・

大

井

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

笠

松
・

大

井

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

荒

尾
・

大

井

佐　

賀

佐　

賀

盛　

岡

金　

沢

6
月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

名
古
屋

名
古
屋

荒　

尾

盛　

岡

佐　

賀

佐　

賀

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

金

沢
・

門

別

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

園

田
・

大

井

荒　

尾

荒　

尾

佐　

賀

佐　

賀

水　

沢

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

金

沢
・

川

崎

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

笠

松
・

川

崎

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

笠

松
・

門

別

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

荒

尾
・

川

崎

重
賞
レ
ー
ス

広
告

申込
受付中  

困った
時は！パソコン教室

だいわ入口交差点（駐車場は裏側です）
おかげさまで10年目。

修理
販売
検定
設定
相談☎（099）476-5211

営業時間 :AM10:00～PM8:00（要予約）
初心者・一般・学生・高齢者
仕事・趣味・資格・修理
パソコンライフを応援

パソコンサポート
NT-JAPAN

パソコン教室

お気軽に !

10周年記念！
５月20日（金）荒尾クイーン特別
６月１日（水）さきたま杯
６月６日（月）九州ダービー栄城賞
６月７日（火）北海優駿
６月８日（水）東京ダービー
６月９日（木）兵庫ダービー

６月10日（金）東海ダービー
６月13日（月）岩手ダービー
６月15日（水）関東オークス
６月16日（木）北海道スプリントカップ
６月17日（金）九州むしゃんよかスプリント
６月17日（金）みなづき特別

ニューウェーブ大崎では、被災者の皆様を支援する為、
義援金を募っております。館内に募金箱を設置しており
ますので、是非皆様のご協力をお願い致します。

きばれ！東日本

広
告 ◇入場料

　￥2,500
　（入浴券付き）
◇主催･お問い合せ
　あすぱる大崎
　☎099-471-6666

H23年5月7日(土)～ 5月22日(日)午後1時30分開演(1時開場)
あすぱる大崎 ※5/13(金)5/14(土)は休演

涙と笑いの人情芝居　華の舞踊絵巻

片岡鶴太郎の姪である座長山崎卑弥呼率いる
とんぼ座連日上演中！

劇団とんぼ座

協賛／JAカラオケ教室（講師：北畑鶴雄）

平成 23 年度　広報おおさき　5月号23



一般図書

一　般　図　書

わかりやすい果樹の育て方事典……………… 河合　義隆
早稲田野球の魂………………………………… 応武　篤良
冥府小町……………………………………… 沢田　ふじ子
ほかげ橋夕景…………………………………… 山本　一力
放課後はミステリーとともに………………… 東川　篤哉
古道具屋皆塵堂………………………………… 輪渡　颯介
100 歳、元気、あたりまえ！ ………………… 吉川　敏一
ばんば憑き…………………………………… 宮部　みゆき
晴れた日には鏡をわすれて…………………… 五木　寛之
今日からはじめるもの忘れを防ぐ方法６８… 米山　公啓
淡雪記……………………………………………… 馳　星周
断捨離…………………………………… やました　ひでこ
国道沿いのファミレス………………………… 畑野　智美
時平の桜、管公の梅………………………… 奥山　景布子
子どもの体温を上げれば、学力が上がる！…… 川嶋　朗
剋…………………………………………………… 伊東　潤
煙が目にしみる………………………………… 石川　渓月
新幹線パーフェクトバイブル………………………… 学研
麒麟の翼………………………………………… 東野　圭吾
おれのおばさん………………………………… 佐川　光晴
こびと大百科…………………………… なばた　としたか
警視庁 FC ………………………………………… 今野　敏
なでしこ誤用帖……………………………… 宇江佐　真理
日本はなぜ世界でいちばん人気があるのか… 竹田　恒泰
風景…………………………………………… 瀬戸内　寂聴

虫めずる姫の冒険……………………………… 芝田　勝茂
ぶたのぶたじろうさん　１～４…………… 内田　麟太郎
ブタノさんのぼうけん…………………………… 小沢　正
双子のヴァイオレット…………………… ジーン・ユーア
ハートボイス…………………………………… 青木　和雄
にっこりおいしい大作戦……………… あんびる　やすこ
涙そうそう……………………………………… 吉田　紀子
タンポポ空地のツキノワ………………… あさの　あつこ
子どもニュースウィークリー　２０１１年版…………読売新聞社会部
ガラスのうさぎ………………………………… 髙木　敏子
1分で音読する古典 …………………………… 横山　験也
山のとしょかん……………………………… 肥田　美代子
めだま…………………………………………… 山田　洋次

みんなのこびと………………………… なばた　としたか
まめうしのももいろのはる…………… あきやま　ただし

児童図書
児　童　図　書

図書館のおすすめ本

たぶらかし
安田　依央

マキは、死体役から新妻役まで『代役』
を演ずる役者。依頼人たちの身勝手さに
苛立ちながらも淡々と仕事をこなしていた
が・・・・・・。

天国からはじまる物語
ガブリエル・ゼヴィン

死んだ人が過ごす場所ドコカでは、人生
は逆に進み、新たな出会いが待ってい
る・・・・・。ユーモラスであたたかな愛
の物語です。産経出版文化賞受賞作品です。

はなかっぱ
あきやま　ただし

はなかっぱくんの頭にはお皿のかわりにお
花のつぼみがのっかっています。どんな花
がさくのでしょうか？

ニュースに登場する世界の環境問題
池上　彰

人口に関する問題をとりあげ、すべての人
が健康で幸せな生活をおくるためにできる
ことを考えています。

★ふれあいおはなし会★
◎開催日時…毎月第３日曜日　10 時～

図書館へ行こう

≪６月の開館時間≫
平日（火～金）は午前９：3０～午後６：００
土・日曜は午前９：００～午後５：００ 
月曜日・祝日は休みです。

本の検索について
さがしている本の所蔵について、町のホー
ムページより検索することができます。
ホームページの『図書検索』をクリックし
て、『フリーワード検索』などの機能を使
用して蔵書検索ができます。便利な機能で
すので、どうぞご活用ください。

●新刊のお知らせ●

　自治体の広報担当者有志が呼びかけ人となっている『東日本大

震災プラウド！ジャパン』運動のロゴマークです。

　P
プ ラ ウ ド

roud は、P
プライド

ride（誇り）の形容詞で、Proud ！ Japan を直訳

すると「誇り高き日本、堂々たる日本」というような意味です。

　広報を通じて日本全国から被災地へエールを送り、『心の支援』

を広げようとする運動です。

　被災地の方々は、自らが厳しい状況に置かれているにも関わら

ず、他人を気遣い、助け合っています。

　また、被災地で活動する自衛隊員や消防士らも、自らの命を賭

して救援活動を行っています。

　彼らの行動は国内のみならず諸外国のメディアからも驚嘆と賛

辞を以って報道され、世界中が彼らを称え、尊敬しています。

　彼らは、日本の誇りです。

　本町もこの運動に賛同し、今月号より表紙に採用いたします。

Proud!Japan運動について

24平成 23 年度　広報おおさき　5月号



大
崎
短
歌
会

大
崎
俳
句
会

薩
摩
郷
句 

兼
題『
眠ね

び
』

予
定
せ
る
京
都
の
旅
を
キ
ャ
ン
セ
ル
す
震
災
思
え
ば

そ
の
気
に
な
れ
ず

 

穂
園　

芳
江

横
漱
浜　

裸
足
で
歩
く
ま
昼
ど
き
釣
人
霞
み
て
ふ
と

古
代
人

 

児
玉　

チ
ヅ

た
だ
た
だ
に
贅
を
極
む
る
世
の
中
に
被
災
の
人
の
強

く
た
く
ま
し

 

馬
場
み
さ
子

「
海
な
ん
ざ
無ね

え
方
が
良え

え
！
」
被
災
者
の
悲
痛
な

叫
び
胸
を
突
き
刺
す

 

大
和
て
る
み

日
だ
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～平成２３年度　啓発活動重点目標～

大空を泳ぐ鯉のぼり

　５月５日の端午の節句に合
わせ町内のあちこちに鯉のぼ
りが揚がり、男児の出生を祝
いました。都市部で見ること
がないこの風景も田舎暮らし
の特権です。

人権啓発シリーズ⑮
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この広報紙は再生紙を使用しています

月 火 水 木 金 土 日

5/15
●ふれあいおはなし会
　図　10:00～

16
●母子手帳交付
　役福 9:00～12:00

17
●松くい虫航空防除
　くにの松原　5:00～
●マスターズプロジェクト
　大 9:15～11:00
●育児・歯科相談
　保 13:30～15:00

18
●マスターズプロジェクト
　老 9:15～11:00
●はっする広場
　保 9:30～11:30

19
●松くい虫地上防除
　くにの松原
　6:00～
●年金移動相談
　中公 10:00～15:00

20
●スリム会
　保 9:00～12:00

21
●成牛セリ市
　大隅 9:30～

22
●スポーツ吹き矢
　鹿児島県大会
　体 9:00～

23 24
●子牛セリ市
　（～26日まで）
　大隅 9:30～
●マスターズプロジェクト
　老 9:15～11:00

25
●障害者巡回相談
　保 10:15～12:00
●マスターズプロジェクト
　野活 9:15～11:00
●はっする広場
　保 9:30～11:30

26
●つくしんぼ教室
 （親子教室）
　保 10:00～12:00

27
●健診結果報告会
　保 8:30～9:00（受付）
　中沖 13:30～14:00（受付）

28
●健診結果報告会
　保 8:30～9:00（受付）
　保 13:00～13:30（受付）

29
●健診結果報告会
　保 8:30～9:00（受付）
　持 13:30～14:00（受付）

30
●健診結果報告会
　野 8:30～9:00（受付）
　野 13:00～13:30（受付）

31
●健診結果報告会
　菱 8:30～9:00（受付）
　大 13:30～14:00（受付）
　保 18:30～20:00（受付）

６/1
●健診結果報告会
　保 8:30～9:00（受付）
　保 13:00～13:30（受付）
●特設人権相談
　中公 10:00～15:00
●本の宅配
  （午前中、町内一円）

2 3 4 5

6
●自治公民館対抗
　ミニバレー大会
　体 19:00～
　（9日まで）
●母子手帳交付
　役福 9:00～12:00

7
●マスターズプロジェクト
　野活 9:15～11:00

8
●障害者巡回相談
　保 10:15～12:00
●マスターズプロジェクト
　老 9:15～11:00
●3歳児健診
　保 12:50～13:10（受付）

9 10 11 12

13
●自治公民館対抗
　ミニバレー大会
　体 19:00～
　（15日まで）

14
●マスターズプロジェクト
　老 9:15～11:00
●育児歯科相談
　保 13:30～15:00

15
●マスターズプロジェクト
　野活 9:15～11:00
●はっする広場
　保 9:30～11:30
●本の宅配
  （午前中、町内一円）

５月１５日
■草野クリニック　　　　☎ 471-7533

５月２２日
■坂元内科クリニック　　　■坂元内科クリニック　　　☎ 471-7055

５月２９日
■はるびゅうクリニック■はるびゅうクリニック　 ☎ 478-2153☎ 478-2153

６月５日
■江藤医院　　　　　　　　■江藤医院　　　　　　　　☎ 476-0126☎ 476-0126

６月 12 日
■休み休み

●夜間の急患対応
　大隅広域夜間急病センター
　午後７時～翌日午前７時
　☎ 0994-45-4119

年中
無休

●町内の休日在宅医

町のカレンダー町のカレンダー
The calendar of the town

ひと・もの・自然、調和が奏でる躍動のまち町政75周年

（注）下記日程は変更になることもあります。

発行：大崎町役場／編集：企画調整課
〒８９９－７３０５　鹿児島県曽於郡大崎町仮宿１０２９番地
☎ 099-476-1111   FAX 099-476-3979　

大崎町ホームページアドレス
http://www.town.kagoshima-osaki.lg.jp

●教育相談
　毎週火曜日　9:00～16:00
　中央公民館
●心配ごと相談
　毎週水曜日　9:30～15:30
　老人福祉センター

●行政相談
　毎月第4水曜日　9:30～15:30
　老人福祉センター

５月18日（水）
あすぱる物産館オープニングセレモニー
1１:０0～
　物産館横に 足湯 足湯 も 同時オープン！同時オープン！

町のカレンダー町のカレンダー

資源ゴミ回収
（第4木曜日地区）

資源ゴミ回収
（第1木曜日地区）

資源ゴミ回収
（第2木曜日地区）

資源ゴミ回収
（第3木曜日地区）

農振…農業振興センター
野……野方改善センター
中公…中央公民館
保……保健センター
体……大崎町総合体育館
老……老人福祉センター
共……共済組合

菱……菱田改善センター
持……持留改善センター
中央…中央運動公園
砂…… ビーチスポーツ専

用競技場
大……大丸改善センター
役福…役場保健福祉課

野活… 野方地区活性化セ
ンター

（医）…在宅当番医
プ……益丸プール
ふ……ふれあいの里公園
図……大崎町立図書館

（注）下記日程は変更になることもあります。

●今月の納税
軽自動車　固定資産税　１期
水道料
●町営住宅空家情報
５月１日現在空き家はありません。
建設課管理係　☎ 476-1111（243）

人口と世帯数

■人　 口 １４，６９３人 （－ 3）
　　男 ７，０５４人 （－ 3）
　　女 ７，６３９人 （　0）
■世帯数 ６，９９１戸 （　17）

●出生 ６人 ●転入 ７９人
●死亡 １７人 ●転出 ７１人

平成２３年４月末現在　対前月比
ホタルを見に行こう！ホタルを見に行こう！
●日　時　５月下旬から６月上旬まで

　　　　　１９：３０～２１：００ごろまで
●場　所　通称『ホタルの里』持留グランド近く
　　　　　持留川流域の湧水地など
●注　意　☆観察するときは静かに！
　　　　　☆ゴミはすてないで！
　　　　　☆ほたるをとるのはやめましょう！

５〜６⽉のイベント情報５〜６⽉のイベント情報

クールビズ宣言！
　大崎町役場では、５月１日から１０月３１日まで
『クールビズ』を実践します。
　取り組みの一環として上着なしのノーネクタイの
軽装で勤務します。


